
農のふるさと協⼒隊 奮闘記６６ 
 

 

2018 年 3 ⽉発⾏

寒さもだいぶ緩んできました、もうすぐ春がきますね。 
⾼⼭は⼤阪の中でも寒いほうでしょうか、 

棚⽥も何度か雪景⾊となりました。 

個⼈でもダイコンを作りましたが、畑の中に埋めて保存すると⻑持ちすると聞き、何本か⼟
の中に埋めておきました。先⽇掘り返してみると、きれいなままで美味しく⾷べることができまし
た。農家の⽅の知恵は凄いですね。 

待ち遠しい春 

昨年末最後の活動⽇にて(11 ⽉ 24 ⽇) 

あとがき《ダイコンの保管は⼟の中で》 

昨年植えた、タマネギ、⾼⼭真菜、ソラマメ
など、冬越しの野菜たちは、春が来るのを
⾸を⻑くしてまっています。 

協⼒隊には、楽しくてとても頼りがいのある仲間が沢⼭
います。 
 
 野菜知識がとても多い⼈、トラクター操作の上⼿い⼈、草
刈機操作の上⼿い⼈、⼤⼯さんでは無いかと思うほど物作り
が上⼿い⼈、野菜料理の知識がとても多い⼈など、楽しい
仲間が⼤勢です。 

春を待つ、たまねぎ 

1 ⽉ 14 ⽇、毎年恒例の協⼒隊新年会を開催しました。 
昨年の作業を振り返りながら、今年の抱負を皆で話し合い、美味し
いお鍋を囲んで、飲んで、話して、歌ってと楽しい時を過ごしました。 

今年も、全員協⼒して楽しく棚⽥を守っていきます。︕︕ 

新年会を開催しました


